
ツバメシジミによく似た小さなシジミチョウ。里山の路傍や伐採地，耕作地

などの，食草シバハギの群生地に生息する。年１回，８月下旬から９月に発生

する。南方系の遺存種と考えられ，局地的に分布する。県内では，臼杵市と蒲

江町を除いて近年の記録がない。生息地が草原や雑木林になって生息環境が悪

化し，個体数が激減しており，絶滅の危機に瀕している。

（写真･文：三宅　武）

タイワンツバメシジミ 本土亜種
Everes lacturnus kawaii

チョウ目　シジミチョウ科

カテゴリー

大分県　IA
環境庁　I

県内分布 （日田市），（杵築市），（佐賀関町），臼杵市，（野津町），蒲江町

分 布 域 本州（和歌山），四国，九州（福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島），

甑島，種子島，屋久島

昆

虫

類

190




